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＜連絡事項＞

· 12/4（木）～12/5（金）院内研修あり。日勤スタッフは参加すること。

· 12月分の俳句募集中。担当スタッフは作成と投票を行うこと。

· 12/5（金）高柳和子様、デイケア見学予定。食事は青山荘で発注して、デイケアで召し上がるとのこと。

· 12月中に監査の準備を進めていく。12/8（月）実地指導予定。

1 利用契約書、指示箋、記録用紙など必要書類がそろっているか

2 記録が不足している部分はないか

3 平成20年3月以前の記録については、カルテから外して所定の棚に保管

12/15までに各自、担当分を確認すること。

＜外来患者様情報＞

· 中居　松男　様～調子は良いとのこと。今年も青山荘の忘年会には参加すると話されている。

· 平　　康子　様～足の痛みは続いているとのこと。適度に運動はするように説明あり。

· 長瀬　紘一郎様～食事は喉に詰まることはないとのこと。水虫でケルガークリーム処方されている

が、2週間に1本使用していると話されている。もう少し薄く塗布するよう説明

している。

· 鈴木　恵美子様～転んでしまったと話し、左膝のかすり傷を見せている。

· 富田　紀子　様～昨日、グループホーム青空で停電があり、転んで左胸部をぶつけたとのこと。咳

をすると痛みがあるとのことで、ナパゲルン軟膏1本処方。本人より整形外科

受診の話あるが、軟膏で様子をみるように説明している。

· 山田　健次　様～特に変わりはないとの事。

· 船場　幸子　様～青山荘忘年会の招待状を何人かに配布したとのこと。

· 奥山　以依子様～青山荘の忘年会に出席すると話されている。

· 大久保　康弘様～胸焼けとジリジリ感は、ファモチジンで治ったと話されている。朝夕処方だった

が、減薬し、朝7日分で処方。裁判員制度のことをきかれており、どうして聞

いたのか問うと「兄が断ったから」と話されている。

· 佐藤　朗子　様～風邪で金田内科受診したとのこと。1月から仕事を1日6時間に延ばすと話され

ている。

· 上久保　善郎様～前回、外泊から青山荘に戻って来た際、内服を自宅に忘れてきている。疲労感も

あるようだとのことで、青山荘スタッフ同伴受診との話だったが、一人で受診。

長いもが忙しいとのことで、疲れない程度に仕事をするよう説明している。

· 前野　義勝　様～幸房の仕事について話されている。

· 鹿原　博夫　様～幸房の仕事は疲れない程度にやっているとのこと。

· 柳町　信之　様～痔の具合はよいとのこと。体臭あり。

· 中居　美津子様～年末になり、忙しいと話されている。30日に姉に小遣い帳を持っていったとの

こと。細かくチェックされたと話されている。

＜通所利用者様情報＞
· 久保　興介　様～昨日15時、「具合が悪いので帰ります」と表情険しさみられている。朝から調

子が悪く、事前に本人がお母様に迎えにきて欲しいとメールを送っていたとの

こと。お母様が青陽館へ来所し担当スタッフと面談を行っている。最近は、本

人が家に帰ってから叫ぶことや、自傷行為を行うことがあるとお母様より情報

あり。荒木地様がデイケアに来ているときは帰ってからも調子が良いとのこと。

デイケアでは、最近は表情冴えないことが多く、隅でうずくまっていたり、話

の最中に断って席を外したりする様子がみられている。お母様には、担当医に

も自宅でのことを相談するように説明している。

· 伊藤　雄一　様～青山荘からの情報。昨日、八戸警察署・刑事第一課の刑事3名が来荘。来荘理由

は、11/30（日）伊藤様が「青山荘のスタッフが女性入居者に対して、当直時に

性行為をしているので調べて欲しい」と通報があったとのこと。スタッフから

は、本人が妄想による非現実的考えが日常的にあること説明。刑事から本人に

事情聴取したところ、確信的な証拠がなく、「テレパシーで気配を感じた」「性

行為を行って青山荘を支配しようとしている」といった発言がきかれ、現実的

ではないと判断し、聞き取りを終了している。その後、スタッフから本人に現

実的な考えではないこと説明するも、同様のことを訴えており納得せずにいる。

デイケアでは、逸脱した行為はみられていないが、要注目として病状の変化の

観察を行っていく。

· 下口　政子　様～2週間前より風邪気味でデイケアを欠席することがあり、昨日、体調不良で嘔吐

したとのこと。昨日の外来受診も来院できず、三戸地域生活支援センターのス

タッフが内服を受け取りにきている。内科受診はしているとのことで、体調を

整えることを優先するよう説明している。

· 小野寺　ノリ様～青風荘にて、肌着のまま自室から出てくることあり、衣類を着用するように説明

し一旦自室に戻るも、再度肌着のまま出てくることあったとのこと。また、毛

糸などの物品を持ち帰るなど、目つきもぼんやりとしていること多く、認知能

力が徐々に低下している様子伺える。デイナイトケアでは、本人に物品を数え

てもらうなど役割を与えるようにしており、今後も引き続き刺激を与えるよう

にしていくこととしている。

· 村上　元道　様～昨日より、ナイトケア正式利用。月・火⇒デイケア、水・木・金⇒うみねこ幸房・

ナイトケア利用となっている。幸房とナイトケアの兼ね合いについては、本人

は辛くはないと話されている。「幸房は楽。デイケアの方が疲れる」とのこと。

朝起床するのが辛いとは話しているが、それは日常的であり、同じグループホ

ームの入居者に起こされていると話している。ナイトケアでは、日常生活につ

いてのアドバイスや、相談の場を提供していくこととしている。

· 佐藤　朗子　様～現在の就労時間が5時間だが、1月より6時間に増やすことになったと本人が話

されている。8時間労働だとボーナスがもらえる為、最終的には8時間にするこ

とが目標とのこと。本人以外から就労に関しての情報はない為、青明舎に事実

確認を行っていく。

＜業務改善＞

○ノロウィルス対策

空気が乾燥し、ウィルス感染しやすい時期となってきた為、感染予防に努めること。

· 日々の手洗い・うがいを呼びかける。

· 3％ハイター液の入ったボトルなど、即座に対応できるように物品を揃えておく。

· 感染者が出た場合は、症状が治まって1週間経過するまで通所は控えて頂き、医師の指示に従うよう説明。また、感染予防についてメンバーに指導を行っていく。

＜プログラム・書式検討＞

○評価書式について

· 評価書式を、通所フォルダ内『利用者管理』のフォルダに保存しておくので、各自担当分を作成し、利用者管理個人フォルダに保存しておくこと。

· 総合まとめ書式のみ2枚印刷し、通所・外来カルテに挟むこと。

· 期限は12月中。評価は、半年に1回定期的に実施することとしている。

＜デイケア事例検討＞

荒木地　和弥様（20）男性　　主病名：統合失調症

デイケア利用開始日：平成20年11月14日

現在の治療計画：①趣味活動や他者との交流を通じて社会性の向上と気分転換を図る場を提供する。

②プログラムを通じて日常生活能力や就労能力、家事動作能力の向上を図る。

③安心して相談できる環境を提供することで安定した日常生活を送って頂く。

○最近の本人の様子

· 本人は就労を希望しており、週5回の利用であるが、私用（買い物や友人との約束など）で欠席早退することが多く、実質週2～3回程度の出席。

· 就労先は、以前バイトをしていたというゲームセンターを希望。

· 本人の言動のほとんどが曖昧で、明確な返答がきかれないことが多い。また、その場に合わせて臨機応変に動けない様子が伺える。

· 生活や家庭の状況について本人に確認するも、内容は曖昧で不明瞭。紹介状には、急性期は陽性症状として幻聴があり、現在は陰性症状（無為、自閉など）が強いとのこと。具体的な情報提供書に関しては、PSWが製作中。

· 12/2（火）定時までに連絡なく、スタッフから通所確認すると、来所するかどうか迷っているとのこと。不調の為欠席したいが、就労を目指している為出席した方がいいとも考えていると話されている。不調の際は休むなどして体調管理が必要なこと、欠席や遅刻の際の連絡も常識として必要なこと説明している。その日は欠席しており、翌日12/3（水）は体調が悪いとのことで遅れて来所。

◎今後の対応

· 現在、PSWが情報提供書を作成している為、情報に関してはPSWに確認。

· 担当スタッフと本人で面談を行い、本人の意思確認や具体的な目標設定を行っていく。










